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それぞれ05､ 血液型のそれは 型 03､ 型



































今､ あるもの (クラス) が､ ある数の属性の
組合せによって決められ､ 各属性にはいくつか
の種類があることによりいくつもの組合せ (オ











































































































とする｡ ここに､ 集合 は属性の全体
の部分集合であっ




定する必要がある｡ そこで､  である各

































































































































































 …  変数
１  …  
２  …  
… … … … …
  …  
… … … … …
  





































































































































































を満たす､ 整数､ 実数､ あるいは (丸めた) 整
数からなる の組合せをもと
めながら､ 生起確率条件を満たす最適な組合せ













第１の属性は {黒､ 白} からなり､ 黒の生起確
率は01､ 白のそれは09であるとする｡ 同様に､
第２の属性は {赤､ 茶} からなり､ それぞれ､
04､ 06である｡ 第３の属性は､ {青､ 紫} か






種類 確率 種類 確率 種類 確率
黒 01 赤 04 青 05
白 09 茶 06 紫 05
表２ 属性とその生起確率
 属性１ 属性２ 属性３
1 黒 赤 青
2 黒 赤 紫
3 黒 茶 青
4 黒 茶 紫
5 白 赤 青
6 白 赤 紫
7 白 茶 青
8 白 茶 紫
表３ 属性とその組合わせ
表４ 表３に基づく組合せ分割
 解１ 解２ 解３ 解４ 解５ 解６
1 2 0 0 0 2 2
2 2 0 (8) (8) 2 2
3 3 5 2 (8) 4 2
4 3 5 0 0 2 28
5 18 20 18 16 (0) (0)
6 18 20 15 16 36 39
7 27 25 30 26 (0) (0)
8 27 25 27 26 54 27






均化した結果である｡ また､ 解４の組は､ 2,
3 の組み合せ数を予め８に設定した結果であり､






























(オブジェクト群) がある｡ ただし､ ある特定
の属性種類については､ その組合せに禁止も存
在する｡ そのような組合せの群に対して､ 各属
性種類の出現確率を満たすことに加えて､ 他の
関数で表現される条件をも充たして､ 組合せ群
を数種類の群に分割する問題を考えた｡ その際､
各属性種類の出現確率を充たしながら整数個の
組合せの群を分割することは､ 多くの場合､ ま
た組合せを構成する属性とその種類の数が増す
ほどに､ 整数個の組合せからなる数個の群に分
割することは困難である｡ しかし､ 数個の組合
せ群を評価する関心の持てる指標を見出すなら
ば､ 改めて考察を試みたい｡
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